
2627 I-StyleI-Style

笑顔で
Good!
You have a great smile.

小学校入学前の子供たちの写真を募集しています
①最近撮影した写真（デジカメ画像可）②氏名（ふりがな）・性別③住所④生年月日⑤電話番号⑥父母の氏名⑦お子さんへのメッセージ（30字程度）を記入
して応募してください＜応募先＞本庁広聴広報課／〒021-8501広聴広報課／電子メールkouhou@city.ichinoseki.iwate.jp

市 民 の
ひ ろ ば

I - S T Y L E 
S Q U A R E

キッズ写真館
Kids Photo Studio

芳賀心夏ちゃん（千厩）

はが・ここな

27年 8月13日生まれ
パ
パ進人さん・ マ

マ朱莉さん

ニコニコスマイルで家
族を元気にしてくれて
ありがとう。元気ですく
すく育ってね。

鈴木竜ノ介くん（一関）

すずき・りゅうのすけ

27年10月26日生まれ
パ
パ航さん・マ

マ祥子さん

竜ノ介に会えて毎日が
幸せです！生まれてき
てくれてありがとう！

川崎市民センター

音楽水車の前で読

み聞かせをする川

崎図書館の職員

市民センターさ、
ございん。
Welcome to our Civic Center.

文・写真　川崎市民センター

市民センター単位で各地区を紹介します

〒029-0202
川崎町薄衣字諏訪前 7-1
☎ 0191・43・3112

vol.42

　

川
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
は
川
崎

支
所
か
ら
ほ
ど
近
い
、
北
上
川

の
ほ
と
り
に
あ
り
ま
す
。
会
議

室
や
、２
３
０
人
収
容
で
き
る
ホ

ー
ル
が
あ
り
、
生
涯
学
習
、
芸
術

文
化
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
住

民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
川

崎
図
書
館
と
同
じ
建
物
内
に
あ

る
の
で
本
を
借
り
に
き
た
親
子

連
れ
も
多
く
訪
れ
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　

今
年
７
月
に
は
、
川
崎
図
書

館
主
催
の「
川
崎
図
書
館
に
音

楽
水
車
が
や
っ
て
き
た
」
を
共

催
し
ま
し
た
。
川
崎
市
民
セ
ン

タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
音
楽
水
車
を

10
日
間
展
示
。
最
終
日
に
は
、川

崎
図
書
館
職
員
に
よ
る
本
の
読

み
聞
か
せ
と
、
音
楽
水
車
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
全

体
が
、
や
さ
し
い
音
色
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
小
学
生

を
対
象
に「
川
の
楽
校
」も
開
校
。

地
元
自
治
会
の
協
力
で
流
し
そ

う
め
ん
体
験
、
砂
鉄
川
で
の
水

生
生
物
調
査
や
水
鉄
砲
遊
び
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供

た
ち
は
音
楽
、
本
、
水
を
１
日
で

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
学
習
で
は
、「
川

の
大
楽
校
」
と
し
て
、町
内
26
自

治
会
長
を
対
象
と
し
た「
地
域

経
営
コ
ー
ス
」、
自
治
会
女
性
部

役
員
を
対
象
と
し
た「
女
性
コ

ー
ス
」、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
」
の
３
コ
ー
ス
を
開
校
。
川
崎

町
子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会
と

合
同
で
行
う
体
験
事
業「
川
の

楽
校
」
と
同
様
に
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
毎
年
恒
例
の「
川

崎
文
化
祭
」
を
行
い
ま
す
。
川
崎

図
書
館
職
員
が
仮
装
し
て
行
う

「
お
話
会
」、
地
域
住
民
の
自
作

の
書
・
絵
画
な
ど
の
作
品
展
示
、

舞
台
発
表
な
ど
複
合
施
設
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
催
し
を
企

画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
来
場

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

音楽水車前で行われ

たコンサート。利用者

は優しい音色に聞き

入っていた

千葉悠翔くん（一関）

ちば・ひさと

26 年 6月12日生まれ
パ
パ春樹さん・マ

マゆかりさん

ひさがいるだけでみん
な笑顔になるよ！これ
からも元気に育ってね。

●好きな色　青

●好きな食べ物　蕎麦

●趣味　スノボ

●休日の過ごし方　牧草刈など実家の手伝い

伊藤徳光さん
29歳　厳美町　いとう・のりみつ

自分にしか行けない場所がある

　伊藤さんは厳美町出身。一関高専在学中に「若
者が住みたいところでのびのびと働ける環境をつ

くりたい」という夢を持ち、今年5月に京都から帰
郷。念願の株式会社を設立しました。ロープ一本
で高所を移動するロープアクセスという技術を駆
使し、橋梁やダムの点検を請け負う業務を行って

います。「自分たちが行くのは機械や一般の技術で

立ち入ることができない場所。取引先の期待を上
回る仕事をし続けたい」と意気込みます。
　市内で行われる研修会などにも積極的に参加
してスキルアップと人脈づくりに励む伊藤さ

ん。「私、5月に入籍した妻、高専時代からの親
友の3人で立ち上げた会社。地域に貢献できる

より良い会社にしていきたい」と目を輝かせま

した。

　一関中剣道部は 1年男子7人、2

年女子6人、1年女子4人の計17人
で活動しています。
　今年の目標は、新人大会で県大会
ベスト16に入ることです。そのた

めに、現在は2年生が中心となって

活動しています。3年生が引退し、
最初は戸惑う ことばかりでした。
けれども大会が近づくにつれ、部

長、キャプテンだけが頑張るのでは

なく、2年生全員が一丸となって稽
古に励むことができました。その努
力に応えるように、1年生も私たち

の後についてきてくれました。
　県大会ベスト16という目標達成
のため、これからも一層努力してい

きます。

ふれーふれークラブ！
Our club is doing its best.

 キャプテン：小島妃
ひよ

 ／ 部長：佐藤百
もも

華
か

 ／ 部員：17人

文・部長　佐藤百華 （2年）

一関中剣道部


